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３月を迎えました。今年度は高等部６人、

中学部４人の生徒がそれぞれの進路を選択

し、次のステップに進みました。 

 高等部は、３月５日に卒業式を行いまし

た。高等部生にとって、卒業式は、社会に巣立つ前

の一つの大切な区切りの儀式です。皆それをよく理

解して、とても良い姿で式に参加しました。参列し

ていただいた、学校運営協議会委員の方にも、「とて

も素晴らしい卒業式だった」「皆の普段の練習の成

果がよく発揮されていた」と評価していただきまし

た。高等部卒業生の皆さんは、これからはそれぞれ

が選んだ道を進むことになります。長い間には、い

ろいろなことに挑戦してはつまずいたり、立ち止ま

って考えたりすることもあるでしょう。これまで、 

支えてくれたすべての人の気持ちを忘れずに、一歩

を踏み出すことや着実に歩んでいくことを大切にしてほしいです。 

中学部は、３月１４日に卒業式を行いました。卒業生は、進学することへの希

望と期待をもち、一人一人が精一杯の姿勢で式に参加する姿がありました。また、

在校生の送辞の後には、生徒職員全員で「旅立ちの歌」を合唱しました。感動で

目が潤みながらも、皆で歌う姿に、来賓の方々から、口々に「素敵な式でした」

と、温かいお言葉をいただきました。これからも多くの人と関わり、経験を重ね

ることで、身も心も成長していってほしいです。 

子どもたちが立派に巣立っていく様子は、寂しくもあり嬉しくもあります。校

歌「ここがふるさと 海津のなかま」にあるとおり、これからも「かいづスマイ

ル」を忘れずに、一人一人が輝く学校でありたいです。 

 

 

 

【令和７年３月２７日】 


